
10.30 理科(山根) 

授業の成果と課題
１ 授業の実際

⑴ 生徒ワークシート

⑵ 生徒の学びの実際 

振り返りで生徒が記述した内容やパフォーマンス課題に対する生徒のワークシートの記述を評

価した。実験結果から，雨粒の落下運動について，特徴，規則性，関係性を見いだし，その事実

に対する根拠を主張することができている生徒は全体の 80％程であった。さらに，日常生活との

つながりが実感できる科学的根拠に基づいた表現ができている生徒は全体の 50％程度いた。ま

た，特徴，規則性，関係性を見いだすことができていない生徒が 20％程度いた。 

 

２ 成果（○）と課題（●）

⑴ 日常生活・社会との関連を重視した探究的・教科横断的な学習について 

○身近ではあるが深くは考えたことのない現象に対して，既習事項と結び付けることで生徒に疑

問を感じさせ，課題を自分事として捉え，その後の探究につなげることができた。 

○生徒の振り返りの記述やレポートを見ると，実験結果からそれぞれの班活動を通して考えた「雨

粒の落下」の現象だけでなく，「蟻が高い所から落ちたときどうなるのか」「隕石が落ちてく

るときには，今回の現象はどのように影響するのか」といった関係のありそうな現象について

考えてみるなど広がりがあったと考えられる。 

●今回のパフォーマンス課題は，場合によっては実験結果から分析・解釈することが難しいため，

既有の知識が乏しい生徒は課題に対する解決イメージがなかなかつかめず，活動が停滞してい

た。支援が必要な生徒には，前向きに活動させつための実験立案時点で，既習内容と結び付け

やすい内容や実験事例を挙げるなどの早めにアドバイスやサポートが必要だと感じた。 

 

⑵ 生徒のメタ認知的活動を促す自己調整学習 

○生徒の提出データを分析すると，フレームワークを使って構造的に実験結果や考察をまとめさ

せ，自己認識の枠を可視化したことで，多面的な視点を持つことにつながり，メタ認知の育成

に役立ったのではないかと考える。 

●課題に対する自分の考えを班員以外の人達と議論し合う場面の時間が少なかったため，再度，

別の視点で実験を計画・立案したり，分析・解釈したりすることは十分にはできていなかった。 


